歴史地震研究会2015年度　第1回幹事会議事録
日時：2015年9月11日（金）17：00～20：50
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林　豊、内田篤貴、石辺岳男（以上、幹事）、新谷勝行（行事委員）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）、岡村健太郎（会員）
１．歴史地震30号の発行について
　欠席の金田編集出版委員長から、幹事会に先立ち以下のとおり報告があったことを確認した．

・『歴史地震』30号を7月末に発行した．発行部数は500部．
・アンケートへの回答がない寄贈先に対して、寄贈停止の確認を通知したところ、うち7機関が引き続きの寄贈を希望していると判明した．これらの機関を含めて、会員304名と寄贈先125機関に送付した．
　石辺広報委員長から、未開封の『歴史地震』のバックナンバー2号計120冊程度が見つかったとの連絡あった．寄贈先への送付漏れの可能性を確認するため、数か所の図書館の所蔵状況を確認することとした．
２．広報について

　石辺広報委員長から、以下のとおり報告があった．
・ホームページについて、歴史地震研究会のお知らせの更新、会誌の原稿募集のお知らせの修正、幹事会議事録の掲載、バックナンバーの在庫情報などの更新をした．
・mushaメーリングリストに1名を新規登録した．
３．2016年大会について

　岡村会員から、以下の報告があった．また、松浦会長から、会場候補地の下見結果等について報告があった．
・2016年大会を岩手県大槌町で開催する場合の日程と会場について検討した．
・宿泊施設は限られているので、ホテルを仮予約した．
・大会参加の申し込み方法は、宿泊料・懇親会・巡検・バス送迎などを全部セットで事前納入してもらう方式にする必要がある．一人当たりの費用についても、いくつかのケースについて試算した．
・大槌町中央公民館とホテルはまぎくに、研究発表会等の会場に適した会議室がある．

報告を受けて検討し、2016年9月の3日間に岩手県大槌町内で大会の開催を合宿形式で予定して、準備を進めることを決めた．

４．入退会者の承認

　内田財政委員長から、西田良平氏・片桐朝彦氏・田中麦子氏の入会申請と、聖城雅夫氏・
加藤祐三氏の退会申請、および長谷川成一氏から2016年8月末での退会申請があったことについて報告があった．以上の3名の入会と2名の退会、2016年8月末での退会予約1名をそれぞれ承認した．現在の会員数は1名増で305名となった．
５．2014年度決算および2015年度予算について

　内田財政委員長から、2014年度の決算報告書と2015年度予算案について説明があった．
・決算について、会費の未納入者が多いことなどから収入が2014年度予算を下回った．また、支出では主に歴史地震の印刷代の節減に努めたことなどから、予算を下回ったことが報告された．
・予算案の編成の考え方について、報告があった．
　諸井監査役および北原監査役から、決算報告書の監査を受けて9月9日に財政委員会に報告した内容について説明があった．
・決算報告書の監査結果について、決算書のタイトルでどの期間のものか、大会経費の支出がどの大会に関係するかを明確にする修正が必要であると報告があった．
支出であるかを明確にする．
報告を受けて検討し、2014年度決算は監査結果で報告があった修正を必要とする箇所を改めた決算報告書を総会に諮ることを決めた．また、2015年度予算では、大会関係費に京丹後大会補てん、2016年大会準備、2017年大会準備の内訳を示して編成し、それを予算案として総会に諮ることを決めた．
６．会費の改定について
　諸井監査役から適切な会費の額について説明があった．
・収支繰越金の増減額は当該年度の年間収支に相当するので、最近8年のその推移をまとめた．本年度は会員一人当たり1,200円の赤字になっている．
・大会に限った収支は、開催地が東京近郊か否かとはほとんど関係がないことが読み取れる．
・最近は会誌の印刷費が増加しているが、発行部数ではなく単価（頁数の増加等）の増額が主な原因である．今年度の印刷費は会員一人当たり約2,200円に相当する．
・現在の会費3,000円では、印刷費を除く余裕が会員一人当たり約800円であるのに対し、実際には会員当たり約2,000円の支出が生じており、この差額分が赤字になる．赤字分を埋め合わせるように、会費を値上げする必要がある．
内田財政委員長から、収支繰越金の推移について説明があった．

・現在の会員数は2005年度の約1.5倍以上．単年度支出が収入を上回るようになったのは2008年度から．この傾向が続くと5～6年後に原資が0になる．
報告を受けて検討し、繰越金は100万円程度あることが望ましいことから、2016年度から1,000円程度の値上げを総会に諮ることを決めた．
７．総会について
　林総務委員長から、総会に幹事会から提出する議案について提案があった．
・総会の議案は、第一号議案 2014年度事業報告および決算報告、第二号議案 会長選出、第三号議案 監査役選出、第四号議案 2015年度事業計画および予算案、第五号議案 会則の改正の5件とするのがよい．事業報告、決算案、事業計画、予算案について、決議の対象としない詳細については、説明資料または口頭で補足する方法がよい．この考え方で総会資料案を用意した．
・事業計画では、2016年大会の準備、今後のホームページの運営・管理の検討、を含む案を準備した．決算案と予算案は本幹事会での決定をもとにまとめる．
・会則の改正は、会費の改定にあわせてその他の不備も直すことにし、役員の選出から就任までの準備期間がない問題と、幹事会の規定が不明確である点を補うことを提案したい．
総会に提案する資料案について検討し、以下の点を踏まえた案を総会資料の幹事会案とすることを決定した．
・事業計画では、選考の結果で功績賞の授賞者が該当者なしになる可能性も考慮すること、2016年度の大会については決まっている範囲で会場・日程を記すこと．
・会則の改正では、会費の値上げは2016年度から適用とする根拠を説明資料として付け、役員の選出手続きは附則から本則に移すこと．また、新会長が幹事を指名すべきことも明確にする.
８．2015年大会について
　新谷行事委員から、2015年大会の準備状況について報告があった．
・参加申込みは、研究会93名、懇親会55名、巡検48名である．登壇予定者で入会手続きが済んでいない発表者が若干名いる．
・公開講演会の案内は、全戸配布される市の広報おしらせ版（8/25発行号）に掲載済み．市ホームページからも閲覧可能．市内全戸に入る防災行政無線定時放送（9/14）を依頼済み．
・22日は、総会終了後に会場片づけを行い、備品の搬出まで終了するようにしたい．時間が遅くなるが、ご協力をお願いしたい．

・巡検は中型バス2台を手配済み．参加者を二班に分けて別の順序で移動し、説明は植村・新谷の2名が分担．参加者の傷害保険の加入は人数を確定の上で行う．昼食場所（アミティ）へは参加人数を近く確定して連絡予定．琴引浜ではガイドさんからの案内があり、雨天見学決行．琴弾浜鳴き砂文化館では館職員の説明あり．
・会場備品を確認・点検した．予備も含めてプロジェクターとRGBケーブルの借用を依頼済み．

・大会アルバイトは21日と22日に各1名を依頼している．
大会のその他の準備状況についても点検し、今後準備すべき点として以下のものがあることを確認した．
・登壇予定者で入会手続きが済んでいない発表者には、至急の入会手続きを促すこと．

・ホームページに掲載されている京丹後大会のプログラムが最新版になっていないことが判明したので、早急に変更すること．
・前日の役員・委員による準備について、集合場所と時刻を確認すること．

・会場据え置きの口頭発表用PCのために、ソフトウェア（Mac用PowerPoint）を購入、インストールし、動作テストをすること．
・懇親会の司会について、植村行事委員長に確認すること．
・アルバイトの勤務条件について詳細を決めること．（8時集合、日額は研究会での例年通り等）
・大会終了後の会場片付け可能な時間、会場の施錠・開錠時間等の確認．

